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格子支持線の影響庵考慮しナこ三極農事管

の特性計

澤 田 良 嘉駐

Calculating Formulae of Triode Characteristics

Concidered theEffectof Grid-SupportWires

By Ryoka Sawada

Mobara Works,Hitachi,Ltd.

Abstraet

Byusingtheconformaltransformationand thelaw of superpositioninthe

electrostatics,thepotentialand thefieldin vacuum tube with grid-SuppOrt

wirespare studied.And calculating formulae of triode characteristicsin consi_

derationoftheeffectofgrid-SuppOrtwiresarederived from these pc>tentials

and丘elds･Inthecalculationoftheanodecurrent,anOderadiusof dynamic

equivalent diodeis used.Accuracy of the formulae thus obtained was tested

WiththeradiotubeUY-76,anditwasfoundthattheresults were practicaly

good enough for the purpose.

[Ⅰ]緒 ~百

実用に供されている格子を有する眞墨管に於て､陽極

電流､相互コンダクタンス及び増幅 の計算値は蜜測値

と一致Lないことほよく経除することであるが､この原

因の主なるものは従来顎表されているパーービプンスの計

算式が不正確なことゝ､格子支持鯨の影響であると考え

られる｡バービアンスの計算式に就いてほ別に 常した

ので(】)､本報告に於ては格子支持脱の影竿秤こついて考察

することにする｡

今迄に格子支持線の影響を考慮LたものとLては､楠

滑(2)及びHarris(3)両氏の論文があるが､これらの計算

式を用いたのでは賓際とよく合わなかったり､文理論的

にも甚だ不正確な鷹がある｡特に格子支持線の影響を考

慮に入れた固筒型電極の陽極電流及び相互コンダクタン

☆
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スの計算式については従来華表されていない｡然るに賓

際上ほ前に嗜礪 について報告した如くr4)､囲

の場合格子支持線の影勤ミ大きいので､本報告では主と

して囲筒型電極の場合を考えることにする｡

苗木研究の一部は既に電気三嬰昏の連合講演釦こ於て

その概略を顎表したこと(5)を御断りLて置く｡

川]平均電位､平均電場､平均檜中高率及び

部分電位､部分電場､部分増幅率につ

しヽて

本 常に於ては平均宥位及び部分 位等の概念を用い

るので､これらiこついて以下衝撃に説明することにする

第1肉は格子のみがある時の配置を京しIZ一面と才一

面の閲励ま周知の如く次式で表わされる(り｡

告logg=log号………………(1)
但lノZ及びgは夫々復素数でZ=γ1♂れ,2=γβ坤
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第1同 格子のみ を=考えた寛像関係

Fig.1ComformalTransformation of Grid.

である｡(第1阻参照)従って

logγ=

¢=

27げ♂,._γ1

pl
~ γク

27rγ〝
¢1

I pl=

ごこi●∴

〃1

pl

であるから､今格子線1太の畢位敢表雷りの

とし､任意の粘(γ1¢1)の

佑1¢1=2丁クlog〈5駈(

荷を一丁〝

位を1れ1¢1とすると

-2(号)∬1ぶクCOSけ2~+C……‥(2)
但し C=常数

ぶク=COSb(27rpl/pl)≒1

となる｡

今陰極牛霞をγ｡とし､陰極に;丘い粘の電位を計算す

るにはγ｡<γク従ってγ1くγク であるから､一般に

Ⅳ1>1,ぶク≒1の條件を用いると(2)式は次の如くな

るヽ

佑1¢1≒2丁呵S2♂一2()?βクCOS¢〉1′2+C
≒2r｡logβク十C………………‥(2)/

即ちγ1<γ♂のときは111¢1は近似的に¢従って¢1

に無関係になる｡叉(2)/式の始めの近似に於てCOS¢

=0即ち¢=可2とLても
Vrl¢1は¢に無視係になる

からγ｡く宅γ♂従ってγ1≪γクでないのにγ1/γク=0とする

ことほ結果から云って COS¢=0 とLた事と同じにな

る｡

以上の尊から室際の電位は(2)式で表わされ､囲示

すると第2圏の如く¢の値により部分的iこCOS¢の函数

として欒化しているのであるがγ1/γ♂≪1≒ぶ♂,叉ほ¢=

第2固

Fig､2

∴;･､､ ･･~

¢

任意の鮎(γ1¢1)の電位γγ1¢1と¢の関係

Relation of Potential(Vrl¢1)at a

Point(rl¢1)and¢.

可2,37T/2とすればほぼ平均値が得られることが判る｡

従って以後(2)式で表わされるものを部分電位､(2)′

式で表わされるものを平均

均電場､部分

のものである｡

位と解することにする｡平

場等の概念も電位の場合と全く同じ意味

[Ⅲ]格子支持梯を有する三極管の平均

増幅率

用いられている格子を軸方向に直角な面で切断し

て見たときの形は第3園の如きものカ亨多い｡

第3園(a)のものは現在では主とLて超短波用眞垂管
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第3固

Fig.3
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(d)

現在多く用いられている格子形状

SeveralGrid Forms Usedin the

Practice.
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に用いられ､(b),(c),(d)は一段に磨く用いられてい

るものでヽ格子線はスパイラル状に捲かれ､閲読の如く

多くは2本の格子支持線により支持されている｡固形状

スパイラルに捲かれた格子は理論的にも賓験的にも第3

園(a)に近似させることが出来るので､第3圏(c)の

如き格子を第4園の如き配置の格子に直して考えること

にする｡

第4囲 計算に用いる等慣格子形状

Fig.4 Equivalent Grid FormUsedin the

Calculation.

今陰極及び陽極の牛竃を夫々γ｡及びγ(`とし､陰極

の単位軸長常りの 荷を一弘,叉格子線及び格子支持鯨

1東宮りの撃位軸長の

極の平均

但し

荷を夫々てク,rTβとすると陰

位ほ(1)及び(2)/式を用いて次の如くな

一瞥｡による電位:2甘-フlogγ｡

一丁♂ によ 位:2丁クIogぶク

一丁βによる電位:2Tglogβぶ

陽極に封するイ｡の

イメーヂによる電位:-2㌔log5∂/

βダ=COSh

p2=

27rpl

pl

2打rβ

.＼'ご

Sβ′=COSb一軍諾

, pl=

2打γβ/

Ⅳ2

2汀γク

Ⅳ1 ,Sβ=COsh

:∴･-l･.･

p3

･γβ′=署,=ニ‡-=---ニ;---)
以上の計算に於て､第3固及び第4固から判る如く γβ

J竜10g

ほγ｡に近いからぶ∂≪β rβ(之一面に於ける格子支

‥持線の原 よりの距離≪ズー面に於ける陽極牛琵)と考え

られない場合があるので､イβ の陽極に封する

(イメーヂ)を考えることにした｡

孜陰極の

よる

宗影像

位γ｡は重塵の法則により上記の各電荷に

位の和と考えられるから､

γ｡=2曾(:logγ`∫+2Tクlogぶ♂+2r｡logぶβ

一2丁βlogβ｡/+C

但しCは定数である｡

同‡ にして格子線､格子支持陳及び陽極の電位 γグ,

γ."l㌔ほ夫々次の如くなる､

γク=2‰logγク+2Tクlogsinh

十2Tβlogββ一2TβlogSβ/+C

Vβ報lo拓十2r中一賢)∬1
十2丁ぷlogsinh

27叩2

p2 --2rβlogββ/十C

γ`エ=2曾｡logγα十2丁クlog

+2rβlog

今 Ⅴ｡=0 とすると

γ♂=曾｡Al+r♂β1+丁βCl

Vβ=9｡A2+rクβ2十丁βC2

Ⅴ化=曾｡A8十rグβ8+丁βCa

但し

-･2T8logぶ8/+C

Al=-2log一圭一,β1=一2logcoth
γク

Cl=0

A2=-21哨
′■●､

i- ,旦戸一2log

C2=-2logcotb

A8=-2log
γc

γα

27rp2

J一.･

2打Pl

pl

,β8=一2Iog

Ca=-■2log

となる｡従って各電極の電荷は次の如くなる｡



210

但L

昭和26年3月

曾｡=

丁β=

γクβ1Cl

γββ2C2

l'､/∴､(●､

｣

Alβ1γク

A2β2V占

■l､JJ､t'

!Alβ1Cl

d= A2β2C2

iAaβ｡C3

丁ク=

一殴に格子支持保と格子保とは同

臼 二正

AlVクCI

A2VβC2

A3V｡C3

位にあるから Ⅴβ

=Ⅴク と置き､格子支持線のあるときの平均増偏

〃｡とすると､

桁-一叢二
〟｡=

ノ′∂ヴ〝
∂Ⅴα

であるから､

β2Ca-β1C3-C2β3

β1C2

=〃十〆+〆×〆/‥･‥‥‥‥…･‥‥…(3)

但し

′■~~

Ⅳ1logでα･1logβク
､′-ノ

logcoth

ノー

pl

ⅣIlogヱβ一一log5ク

〟//=-

logcoth

γβ

Ⅳ2logγ"-･logSぶ

, 〃/=-

logcotb
27rp2

p2

pl

(3)式により格子支持線を有する三極管の平均増幅率

〟0は格子線のみがあるときの檜幅率〃と格子支持鯨の

みがあるときの増幅率〆との和に〆〉こ〆′を加えたも

のに等しいことが判る｡叉〆/は格子支持線の位置を陽

極とし格子腺を制御格子と考えた三極管の増幅率を表わ

すものと解される｡

今(3)式を用い､受信管UY-76の〃｡を計算して

見ることにする｡UY⊥76の格子形状は第3園(c)の如

くで､各電極の寸法は次の通りである(軍位はすべて

::!::1

2γα=6･3,2γβ=4･0,2γク=2･375,2pl=0.075

pl=0･635(40turns/inch),Ⅳ2=2,

p2=27げβ/Ⅳ2=6.28

第33巻 第3景虎

二ゝで注意すべきことは､第3圏(c)の如き形状の格

子をこれと等贋な第4圏の如き格子形状に直して考えて

いるので､Ⅳ1は格子支持騒がないときは2椚句/plであ

るが､格子支持裸を右ずる場合は格子の囲周2打γクのう

ち2p2Ⅳ2に相督する部分は格子支持線の作用のみが強

くこ作用しl格子線は無いのでⅣ1の 算には次の式を周

いた方が妥雷と考えられる｡(即ち第4国に放て格子支

持線に画した部分の格子線を粘保で害いておいたが､こ

の部分の格子線はないものとする)

｣Vl=
2Ⅳ〝一2p2Ⅳ2

pl

叉格子支持陳の

………………(4)

UY-76では0.71nmで

あるが､この格子支持裸にはスパイラル状をこまいた鰍､

格子娘が膵按されているので〆の計算に用いる2p2に

は次の如き補正を行った方がよいと考える｡

2p2=蜜際の格子支持線の直径+2pl‥‥‥(5)

(3),(4)及び(5)の式を用い､UY-76の〃｡を

計算すると､

〟=8.7,〃/=0.8375,〃′/=4.625

従って､〃｡=13.4 となる｡

叉(5)式による補正を行わずに2p2=0.7mmとす

ると 〝｡=13･34となり､寛際上は(5)式による補正の

影響は小さいものである｡

この〃｡の計算値をUY-76の規格値13.8に比較す

ると大醒一致Lていることが判る｡叉比較のため楠砺氏

の式(空J(4Jで計算すると〟｡=32.1,Harris 氏の式(3J(4)

によF)計算ナると 〃｡=20.6となって何れも過大と思わ

れる他になる｡筆者甘迭受信管10敷種について鞠の

計算をLたことがあるが､すべてこの傾向を有し､その

うち教憧についての計算結果は､既に報貸しノた りであ

る伸｡Harris氏の式に(4)及び(5)式の補正を行つ

て〟｡を計算すると16.4となるが筒過大の傾向がある｡

一校に(3)式で読めされる 幅率は祈謂平均増幅率

であって､大豊寅測値又は規格値に近い値を示すが､理

論的には(3)式による計算値と 測値とは一致すると

は限らないのであって､牽制値は次に述べる部分増幅率

の合成値を荒すものであることに注意を要する｡



格子受持繰の影響を考慮した三極

[Ⅳ]格子支持繰を有する三極管の管内静電

場及び部分増幅率

一般に格子線によるInselbildung の影矧よ格子支持

鋭によるInselbildungの影響より非常に小さい

ーJ1...1＼

/し から便宜上前者を無戒して後者

のみを考えることにする｡然るときは(2)式場下を蓼

月蛋Lて陰線こ近い粘(γ1¢1)の冠位γrl¢1は次の如くな

るヽ

yγ1¢1=2曾｡logγ1十2丁♂logぶク

十2㌔log(ぶ吾(

ー2小串可肯)2裁一2(

i-

｣こ1
γぶ/

)㌔βC珂1/ヨ

)∬徳｡C珂】/2
十C…………………･(6)

従って陰極両に於けるγ1方向の電場を軋¢とすると､

′(＼二･¢■
C

ガ+

∂γ1

C.1

丁-.､｣

〃一γ′(1オ

･
‥
･クγ.･し 1元十

＼＼■.ノ
α

Ⅴ

ノヽ--し＼J
ハ

.
.

Cで
r十

十Ⅴ(も
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[Ⅴ]格子支持繰を有する三極管の陽極電流

相互コンダクタンス､増幅率及び内部

抵抗の計算式

三極管の陰極の単位軸長常りの竃荷を-‰,陰極両の

静電場をガcとすると､Gaussの法則により､

五■c=

ヴ｡=

2q｡

γc
となる｡然るに前述q)如く､

入■.･

であるから

2CノⅠ(γダ+÷-γα)γc

(9)式で読めされる ガcは析

等倍二極管の陽極竃歴を (Ⅴ汗

…･(9)

場であって､

と考えると

等倍二極管の陽極半径9■｡は次の如くなる､

.＼､

′′γc

)2賎-･嘱昔)㌔os¢

軌(･--;ご-)2職-2ぶβ(莞一)城cos¢

叫蒜｢)2塙一Ⅳ可討∬2cos¢

但L C.1=β2C｡-C2β｡-β1C｡,Cβ=β1C2,

(7)式に於て晋 の場合 l l`

次に部分増礪率を〃｡¢とすると､

〟｡+

ノー･.､･

･;l■_･

(8)式に於て

くなり､〃｡や=〟｡となる｡

′･､･＼二

COS¢
‥‥‥(7)

Cc=β3A汗β1Aa-Aaβ2-βBAl,(㍍=Alβ2一β1A2

であるから右追の

とすれば(3)式と等L

ら

●‥-

の係数は一段に無祓出来る｡

log一生=
J■･

従って部分

2C.1

……t(8)

……(10)

場を吼¢とすると(7)と(10)式か
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軋ナ･

γ｡log､

叫嘉一ノ2竜一嘱(音)∬ヱcos¢

Ⅳ2(号)空鞄-Ⅳ2ぶβ(
γ¢､∬ユ

COS¢

5占2+ COS¢

……………………(7)/

今陰極と陽極との問で流れる電流の畢位軸長雷りの値をJJ,格子支持線問の微少角度を軸 とすると文献(1)と同

様にして次の式が得なれる､

み軸=互/(一β印)8ノク郎=g｡γ¢8-2郎

但しⅤ¢は(7)又は(7)/式の[]内の値を京し､等値二極管の陽極の室数電位と考えられるものであり､叉

疋｡ほバービアンスがあって､次節に示す通りである｡従って､

捕÷i如(Ⅴ¢)8欄……………………………………………………………･(11)

次に相互コンダクタンスをg,′占 とすると､

J/‥ 在.

叉陽極

〟0¢0=

1 3

這~~｣ぅ
(γ¢)1′･ク

1 C(7

/′､(∴t

′叫

〝,′る=荒であるから､
COS¢

(;ノ､2S
′
/
.
.
■
-
■
-
.
＼

+
ぐU

流を流したときの増幅率を〟｡¢｡とすると､〃｡¢｡=

2J屯

∂∫ヱ

COS¢

卵 …………………･(12)

∂J･､､

∂γグ ∂γ｡

ぶβCOS¢

ββCOS¢

であるから､

(13)式に於ても亦､
γc

γβ

ぶ｡COS¢

‥･･‥･……………‥(13)

≪1とすれば〟｡¢｡=〟｡となることが判る｡倍(11),(12)及び(13)式に於て軋は

Ⅴ¢が丁皮零になる¢の値を示す｡

内部抵抗を吼とすると､

[Ⅵ]バービアンスにつし､て

(11)式iこ於けるg｡はいわゆるバービアンスと構されるものであって､これは文願(1)により容易に次の如くな

ることが克っかる､
､
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∫J=go÷～如(Ⅴ¢)瑚=抽14･65×10~6す嘉

但し たβ:格子支持線による陽極面積の有数率

γク>0ならばゐβ=1

Vク<0ならばた占<1

たク:格子線による陽極面積の有数

γ♂>0ならば‰=1

V♂<0ならばたクく1

¢｡:隻数電位Ⅴ¢が等になる¢の値でγクが極

端に負のとき又はInselbildungの影響が

しいとき¢｡>0となり､普通の場合は零

サ･伽:動的等倍二極管の陽極竿置であって

Ⅴ¢log一三α-∵.′■log
γ｡

γ加=γク+(γ｡-γク)
γク

′

~ γ亡

Ⅴα一γ¢(logγクれ′/log
……‥･……･(15)/

従って一般にγ如はγ¢即ち¢の函数とな

るが､計算を簡畢にするためⅤ¢にほ

¢=すのときの値即ち平卿直を用いること

にする｡

β=log
叩｡ 2

γ｡ 5 (log若)2+蓋(log莞ナ
(15)に於ける¢｡,塙,たクほ格子支持線のない場合

と同様の意味を右するものであるが､次にその意義と計

算方法について説明することにする｡

第5園に於て曲線(a)は(7)又は(7)/式により

計算される陰極面の電場風神を表わし､格子の

極端に負のときは

位が

子流は陰極の一部分からのみ流れ出

ることがわかる｡従って陽極電流を計算する際には(11)

式の如く γ¢9.2を積分するときその範囲は¢｡から打

迄でよいことがわかる｡

次に第5圏の(b)の曲線は(6) に於てγ1=γク と

Lて求めた格子支持線問の電位分布を元L､格子 位が

log号
＼S/電

Ⅴ¢8′ヨ郎………･(15)(Amp/Cm)

侮¢′

l

l

も (か 1

β

揮
又は

一缶≠

i
】

(α) l

lトナー (α) l

β
〃

亀
符

め
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第5固 格子支持線間の電位分布(Ⅴγ♂¢1)及

び部分算数電位(γ¢)又は陰植面電場

(一軌¢)

Fig.5 PotentialDistributionbetweenGrid･

supportWires(Vrg¢1)andEffective
PartialPotential(V¢)or Field on

CatllOde(一E｡¢).

有数面積は(汀一¢∂)/汀に渡少する｡即ち等偵二極管の陽

極面積の有数率をゐβとすると

/.､ 竺二¢_｡
7r ……………………･=‥･(16)

叉¢｡>0ならば

た∂= 汀-･¢β

打一¢｡ ･･‥‥‥‥･…‥･t………･(16)/

倍(6)式に於てγ1=γク とすると次の如くなる､

l㌧ク如=2曾｡log
γク

γ¢

+2丁βlog〈程+( )∬2ぶβCOS¢〉1′望

ー･2丁∂log〈程+(若)望裁-2(号)∬2ぶβCOS¢〉1/2
…………(6)/

¢βを正 に求めるには(6)/式により γrク¢1を計算

し､第5国の如き囲により求めてもよいが､近似的には

電位分布がⅤクと Ⅴ,即/3の問では直線的に欒化してい

るとして次の式により求められる､

lγ〝】x
負ならば0～¢｡の虞間ほ負電位になることを表わす｡従

ってこの部分は 子流が通過出来ないので等倍二極管の

如=
】γ♂け(γγ頭1)¢コーご

(17)
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毎は たβの場合と同様に格子

様による有数面積

位が負のときの格子

で(6)式に於て格子支持旗による

部分電位を無祓LJ格子線のネJこよ.､る部分電位を計算し

yタグ¢1が零になる角度¢クを求めることに近似的に定ま

る｡即ち

γγ頭1=2ヴclog

+2丁クlog

¢ク

たク=

′､･

γc

(ぶク2+1-2SクCOS¢)1/望

範

｣y〝lx

lγクけ(γγ頭1)¢=

ご･･∴

7r

……‥(18)

(但し作動ほ(18)式

により計算する)､

･(19)

……………‥(20ノ

以上の説明から判る如くγ伽及びβ2は正確にほ¢

の函数である故陽極電流の計算に於てほこれらも積分し

なければならぬが､便宜上(15)式の如く積分記既の外

に出して､¢=汀/2の魔の値を用いるようにした｡何様

に克β,毎も正確にはⅤダ及びⅤ｡の函教であるので､

〟桝〟諦0の計算には∂たβ/∂γク,∂たク/∂Ⅴ`｡等を考える必

要がある｡

｢Ⅶ]UY→76による賛駿例

(1)平均増腐率〟｡

2γα二6･3 2クーβ=4･0 2γク=2･375

2pl=0･075 p=0･63･与 Ⅳ8=2

2`)2=0.7+0.075

2γ｡≒1.21

p2=6.28

であるから(3),(4),(5)式を用い〃｡を計算

すると前述の如く 〟｡=13.4

･(2)静電的等倍二極管の陽極牛置γ｡

(10)式により

log
γ｡

∠J 11.5

γ｡ 2C..1~13.鋸
=0.83

(3)部分賓放電位γ¢

γ¢は(7)叉ほ(7)′式の[]の値を示す｡

1Cc <ハ∩ハ〃 1Cヱ〉
-0.02665

〃｡C.1 〟｡Cノ1
=0.02405

･ヾ･･:

巴J竜

第33巻 第3易莞

COS¢

-0･1857(¢=0)
0･0144(¢=可2)

0･1566(¢=打)

･ヾ･:

′■.･
∬2

COS¢

一0･0284(¢=0)
0･000383(¢=汀ノ2)

0･0275(¢=打)

COS¢

従って

三主 1)γα=250volt一･定

汀

γ¢32郎の計算に於ては､Ⅴ¢が¢=0

から 汀道政線的に欒化しているものとして

近似計算を行う｡

(4)動的等贋二極管の陽極牛琶γ伽

(15)/式によリ

γク｡=1.1875+1.962.5

従って

1･171V¢(¢=÷)

250-0･8125V丞=封り

γク(,｡1t)}6

_8二_1｡r

γ伽 1･31il･29;1･27】1･25jl･232;1･213…1･1941 F l l

γ伽 3/2

0･9■0･87 0.846 0.816

0･326io･317:0･308.0･
l l

0.743

295fo･288■■0･2中
272
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(5)格子支持紋による等倍二極管の陽極面積係数

八･

(6)/,(16),(16)/,(17)式により

01t 一6
喜

一･8

0.142.0.1856

0.8580.
l

10.4:乳83
【

ー･16l_18｣

l

7.23 5.65

0.22710.268.0.3065.0.344.0.381

8144iO･773jO･7320■6935'0･65610･883)++

(6)格子線による等倍二極管の陽極面積係数たク

(18),(19),(20)式により

γク(volt)

0.445肌58

0.858乱815

-10i-12 -14

0.710.832 0.95

0.773.0.7360.6975

(7)陽極電流宜α

1.062己

0.6625

一18

1.172

0.631

(15)式により

よ`上=∫JXZ(但し Zは

のときは陰極の酸化物の

極の石渡表で UY-76

布表20mmをとる)

岩主 賓測値の五αは5本の平均を示す｡

第6圏には計算値と貿測値の比較を読L､参考のため

次のFremlin民の式(6)で計算した値も読Lた｡

14㈲く10-¢中止i-γα)82J･

･つ2･l

(Fremlin氏の式)

固から本報告の方法による計算値は賓測伯と比較的よ

く合うことが判る｡

第7圃にはγα=250V,Ⅴク=-10Vのときのγ¢及

びγr頭1((6)′式)を示したが､蜜際の格子位置の

Ⅴγ頭1と

位

極所に及ぼす等倍二極管の部分賓放電位 Ⅴ¢

とは相常の差があり､¢β>0 であるが¢｡=0等の毒 子

215

第6聞

Fig.6

∴､

艮

び

､-､●-一

.∴し一

_･I

/♂

UY-76の陽極電流の計算値と箕測楠

Calculated and Measured Values of

UY-76's Anode Current.

第7固 UY-76の精子支持繰fHlの電位分布

(計算値)(γ｡=250V,γ♂=-10V)

Fig.7 PotentialDistribution between Grid_

SuppOrt Wires of UY-76(Calculated

Values)(Ⅴα=250V,γダ=一10V).

が判然とする｡

[Ⅷ]結 言
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木報告に於ては格子支持線の影響を考慮に入れて､等

一角寓像法と静 気び電場を計算し､

計算式を導いた｡

嬰の重畳の法則を用い､管内の電位及

これらを基礎にLて三極管の諸特性の

受信管UY-76を用いて 験した庭で

は茸測値と計算値とはかなりよく合うことが判った｡

式の導出に際しては虞々近似を用いたが､これは賓用

を目的とL､計算の手数をはぶこうとしたためである｡

眞墨管の特性計算には双曲線函数の自然封教を多数用

いるので参考のために附表とした｡

終りに本研究に際し御鞭撞下された茂原工場久保博士

及び双曲線函数の自然封数表(第30頁参照)を作成さ

第12春 日 立第2兢(3-4月鎗)

電 線 特 集 誠

巻頭言……………………‥前原電線工場長

電視工業界の趨勢…………‥内藤技術部義

伸銅品一般

日立レールボンド

トロリー線

半夜質銅線の特技

特殊マグネットワイヤ一

日立ビニール電線

舟摘白庸電線

レントゲン･ケーブル

トレツチャーケーブル

ネオン管燈肘筏株

屋局内ケーブル

村外通信ケーブル

芙詔藷′基帰日 立

高周汲ケーブル

S Lケーブル

Hケ←ブル

コットレルケーブル

防蝕ケーブル

ケーブルヘッド

エナメル線及びエナメル

巻線の規格改訂について

草輌用可換ゴム経線電線

の規格改訂について

日立電線工場棄内

評論社
誌代¥30.00 〒6.00
6鋤¥200.Uu(送料共)

れた村越欽一氏に厚く謝意を表する｡
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登録第374528既

ト ロ リ ー 装 置

このトロリー装置は､機械室を支持するトロリーのほ

かにヽ別間のフレームを設け､そのフレ←ムの一端をト

ロリーフレームに連結し､他端に巻上荷重を支持する車

輪をとりつけたものである｡

磯城室が車輪の下に懸垂きれる構造なので､トラスは

マントロリーに制限されずに合理的に設計することが招

来る｡又l荷重をつる車輪をつけたフレームがトロリー

フレームにピンジョイントきれているため､トロリーの

車輪にかかる荷重は､荷物を巻上げるときと巻上げない

時とであまり襲化がたいから､巻上荷物が地帯から､離
●

笠島第322108詑

平 二乗 保 乎

れる際機械室には大きな衝撃動揺を感じない｡

ギ ヤ ･- ポ ン プ

この考案はl歯車に接するポンプケーシゾグの吐出側

内面に､歯車の回樽方向に漸次深きを窄す溝を設けたも

A-B断面

32

のである｡

粟野
′⊇h

旨

六

田 正

歯車の同特により吸込側から歯間に封入きれた液鰹は

の先端部に達すると吐出側の歴力を受ける｡この満は

歯車の同緒方何に漸次深くなっている故､歯間液鰹は徐

々に大なる腰功を受け､構の末端部に達する時には吐拇

側歴力と等しくなる｡従って､給迭液櫨は､吐出側に出

た際に衝撃を受けず乱流を起さないから､騒音及び振動

を防止することが出来る｡




